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28 ―

Ｊｒ．リーダー養成者数（年間）

人

目標値 28 30 30

中間目標値を達成しています。
声かけを中心とした巡回指導を実施する事で未然
防止が図られており、計画どおり補導活動が実施
されています。　[年間の青少年補導件数] 実績値 0 0 ―

0 0

中間目標値を下回っています。
高校生になってもリーダーとして指導者となって
くれる青年を養成する活動を継続していますが、
近年の多忙な環境からか、目標人数の達成が困難
な状況です。

　[わんぱく広場の指導が出来るＪｒ．リーダー養成講座の修了者数]

H22年度(中間値) H27年度(最終値) 中間目標年度（H22年度）までの達成度
[指標の把握方法]

青少年補導件数

件

目標値 0

政策名 第３章　心豊かに学びあう文化創造のまち 主担当課 生涯学習課

施策名 ３　青少年の健全育成 関係課 学校教育課

１．施策の現状と課題 ２．施策の基本方針

　
　少子化や核家族化の進行、情報化の進展など社会・経済情勢の急速な変化に伴い、青少年を取り巻く環
境は大きく変化し、規範意識の低下や非行・犯罪の増加、低年齢化、凶悪化等が全国的に深刻な問題と
なっています。
　本市では、青少年問題協議会を設置するとともに、青少年補導センターを拠点に青少年補導委員会、青
少年健全育成推進協議会、ＰＴＡ等の関係機関・団体と連携しながら、補導活動や環境浄化活動、相談活
動、体験・交流機会の提供など、青少年の健全育成に積極的に取り組んでいます。
　今後とも、青少年が家庭、学校、地域社会などあらゆる生活の場において、人権を尊重され、多様な人
間関係や活動を通して豊かな人間性を育み、未来へ向かって羽ばたけるよう、行政をはじめ家庭、学校、
地域社会がそれぞれの立場を自覚してより一層連携を密にし、積極的な取り組みを進めていく必要があり
ます。

　
　未来への限りない可能性を持つ青少年
が、本市の将来の担い手として健全に育成
されるよう、関係機関・団体が一体となっ
て健全育成活動を積極的に推進します。

３．施策の内容(主要施策名）

（１）青少年健全育成体制の整備
青少年問題協議会の一層の充実・活用を図るとともに、関係機関・団体、家庭、学校、地域、行政の連携を一層強化し、
市一体となって総合的に健全育成活動を推進する体制の整備を図ります。

（２）健全な社会環境づくりの推
進

関係機関・団体を中心とした有害環境の浄化や非行の発見・予防・対応などにかかわる各種の活動を支援・促進するとと
もに、広報・啓発活動の推進等を通じて地域における声かけ運動やあいさつ運動等を促進し、健全な社会環境づくりを進
めます。

（３）青少年の体験・交流活動等
への参画促進

青少年の様々な体験活動や地域住民との交流活動、伝統文化の保存活動、国際交流活動等への参画機会の拡充を図るとと
もに、青少年の居場所づくりを地域と一体となって進めます。

（４）青少年団体、リーダーの育
成

子ども会をはじめとする各種青少年団体及び育成団体の活動を育成・支援していくとともに、教室・学級の開催等を通じ
て青少年健全育成のリーダーの育成・確保に努めます。

４．成果指標及び中間目標年度(H22年度)までの達成度

指　　　標　　　名
単位 H18年度(初期値)

５．評価結果（今後の方針、指摘事項）

実績値 28

総括と今後の取組方針（部・課の方針） 総合計画策定委員会委員長指摘事項 市長指摘事項

　
　子どもは国の宝であり、これからの日本を支えていく本当に貴重な存在です。青少年を
健全に導き育成することは社会全体に課せられたものであり、これを実践していくことが
必要です。
　青少年健全育成活動の地域への一層の普及、定着を図るとともに、青少年自身の意識啓
発と青少年の健全育成に対する理解と関心を高めることに努めます。
　青少年期は、人として花を咲かせ実を結ぶかどうか、人生全体の幸せを左右する重要な
期間であり、成長していく上で家族や社会の支援が欠かせない時期であると全体が認識す
ることが重要です。
　少子高齢化という人口構造の急激な変化の下、情報化、国際化、消費社会化が進行し、
家庭、学校、職場、地域、情報、消費の場など青少年を取り巻く環境にも大きな影響が及
んでいます。青少年問題協議会を中心として、関係団体や家庭・学校さらには地域の連携
を一層強化しＪｒ.リーダーの育成を図るなど、青少年の健全育成に努めていきます。

　
　ジュニアリーダーの育成に
さらに努めてください。

　
　本市の未来を担う青少年を
育てるために、行政・地域・
学校・家庭・企業・団体等が
連携し、取り組むシステムに
ついて検討してください。



６．施策実現のための事務事業評価結果

課 事務事業 平成22年度 平成23年度 一次 二次 一次 二次

022 2003 青少年補導センター事業 4,679 5,319 学校教育課 Ａ Ａ 現状維持 拡大・充実

023 1001 成人式開催事業 3,801 4,306 生涯学習課 Ｂ Ａ 方法改善 現状維持

023 1006 Ｊｒ．リーダー育成講座事業 1,595 1,761 生涯学習課 Ｃ Ａ 方法改善 拡大・充実

023 1011 わんぱく広場事業 1,490 1,602 生涯学習課 Ｃ Ａ 方法改善 現状維持

023 1016 大人と子どものふれあい事業 459 488 生涯学習課 Ｃ Ａ 方法改善 拡大・充実

12,024 13,476

総合評価 今後の方向性

合計

番号
事務事業名

事業費（直接＋人件費）千円
課名


